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レターズ / 加入者や保護者の皆さんから寄せられたお便りをご紹介します。

バウンド・著／船橋洋一・
監修
カンゼン
1,430円（税込）

国際情勢を知るための本国際情勢を知るための本
民族や国家の特質を、主として地理的空間や条件から説明しようとする学問、
地政学。ロシアのウクライナ侵攻はこの観点から考えることが必要だといわ
れています。今回は地政学の本を中心にピックアップしてみました。

国際情勢を知るための本国際情勢を知るための本国際情勢を知るための本

本★地政学の基礎から地球の未来まで解説

『こども地政学 なぜ地政学が必要なのかわかる本』

本★世界情勢がわかる７つのレッスン

『13歳からの地政学 カイゾクとの地球儀航海』

本★名作マンガとともに学ぶ世界の姿 

『ドラえもん社会ワールド 世界の地理とくらし』

本★国際情勢への知識が深まる絵本

『地政学でわかるわたしたちの世界 12 の地図が語る国際情勢』

本★歴史から紐解く現在の世界情勢

『 図解 世界史で学べ！ 地政学』

本★世界地図を楽しみながら味わう絵本

『こどもがはじめてであう せかいちず絵本』

　予備校で世界史を教える著者が
おくる同名タイトルの図解版。アメ
リカ、そしてイギリス、ドイツなどの
西欧、ユーラシア大陸の二大国・中
国とロシア、アジアのインドや中東、
欧米から脱却を目指すアフリカや中
南米……各国の歴史を紐解きなが
ら、現在のそれぞれの政策について
詳説。なぜロシアにはウクライナが
必要なのか、という今回の侵攻の理
由についても言及されている。

　日本が位置するアジアから始まり、
鮮やかな色で塗られた地図とともに
暖かみのあるイラストを用いて各地
域の特徴を紹介。刊行されたのはソ
連崩壊後の1992年。地図の苦手な
子どもたちのためにつくられたシン
プルで美しい絵本は30年経った今
でも版を重ねるロングセラー。「山」
「川」「海」「湖」「世界の1月」といっ
たページもあり、世界旅行を楽しんで
いる気分になる。

　元新聞記者で評論家の著者がお
くる子ども向け地政学入門。日本と
世界の関係を皮切りに、地政学の基
礎、日本における地政学的リスク、地
政学から解くアメリカと中国の対立
など、見開き１テーマで簡潔に解説。
「ランドパワー」「シーパワー」「ハート
ランド」「リムランド」などキーワード
を学ぶと確実に地政学が頭に入る。
シーパワーの国、日本の未来につい
て考えさせられる。

　ロシア、中国、アメリカといった最
注目の大国を皮切りに、日本・朝鮮
半島、北極圏まで世界を12の地図
に分けて紹介。それぞれの地理や地
形の特徴を解説し、社会・政治情勢
などイラストを交えて掘り下げる。著
者はイギリス生まれのジャーナリスト
でコソボ、アフガニスタンなど紛争
地域を取材。地理的要素から見た
現在の国際情勢が、絵本という形式
だからこそよくわかる。

藤子・F・不二雄・まんが／
藤子プロ、深澤英雄・監修
小学館
935円（税込）

茂木誠・著
祥伝社
1,222円（税込）

とだこうしろう・文／イ
ラスト
戸田デザイン研究室 
1,980円（税込）

ティム・マーシャル・作
／大山泉・訳
評論社
3,190円（税込）

構成・文／クニマツカオル

田中孝幸・著
東洋経済新報社
1,650円（税込）

　マンガを読みながら楽しく学習で
きる学習シリーズ。世界の6つの大
陸をアジア、ヨーロッパ、アフリカ、
北アメリカ、南アメリカ、オセアニア、
南極に分けて紹介。地理的な特色や
多様な人々の暮らしをわかりやすく
解説する。「ゆうれい城の引っ越し」
など導入部分の関連マンガは名作ぞ
ろい。また巻頭を飾る「世界の絶景」
「世界の祭り」の鮮やかな写真にも引
き込まれる。学習意欲が高まる本。

　高校生と中学生の兄妹は、ある日
左目に眼帯姿の“カイゾク”風の老人
に出会い、ひょんなことからカイゾ
クによる地政学のレッスンを受ける
ことになる。「ドルが世界中で使われ
る理由」「核ミサイルはどこにある？」
「なぜアメリカが大国であり続ける
のか」など、７つのレッスンで現在の
国際情勢を兄妹とともに学ぶことが
できる。最後に明かされるカイゾクの
正体にも注目。

　この度、給付完了、夫の19回目の命日を迎えること

となり、改めて色々なことが思い出され、感慨深い

気持ちです。

　夫が亡くなったのは、息子が生後6か月の時でした。

その小さかった息子の存在こそが、私の心の糧とな

り、これまで前向きに生きてくることが出来ました。

そんな息子は昨春高校卒業後に就職し、休日には

趣味を楽しむなど、充実した日々を送っています。

すっかり頼れる存在へと成長してくれて親として非常

に嬉しい気持ちでいっぱいです。

　基金の皆様にはたくさんのご支援をいただき、生活

を支えて下さったことに、心より感謝申し上げます。

19年間、本当にありがとうございました。

東京都
F・K さん（母）

　いつもお世話になりありがとうございます。

　早いもので妻の事故から一年が経ちました。私たちの

場合は引越しなどもあったので、子ども達も転校し

ました。ようやく少しは慣れてきている様子ですが、

まだまだ心配です。できるだけ子ども達との時間を

大切にし、一緒にいるように心掛けています。母親の

代わりには決してなれませんが、私なりに頑張ってい

こうと思っています。

　また、子ども達と一緒にいるとどうしても怒らない

といけない場面があるのですが、怒り過ぎてしまうの

が自分のダメなところです。あとで必ず後悔してしま

います。もっと自分自身が成長しないといけないなあ

と思う毎日です。

滋賀県
Mi k i さん（父）

　スマイルズ春号のS・Hさんの投稿に共感です。

　この春、高校生になった長男がいます。私も息子の気

持ちに寄り添ってすることが反比例するように息子は

捉え、動きます。思春期の男の子にとって、母親はただ

ただ煙たい存在でしかなく、中学の3年間は何を言って

も何をしても否定的な反応しか返ってきませんでした。

今はお互いに笑顔を交えながら会話ができるようにな

りましたが、渦中にいるときは本当に壮絶なバトルを

繰り広げました。

　ただ一つだけ、バトル中でも、どんなに気分が晴れなく

てもしていたことがあります。それは、「行ってきます」

の手合図。

　夫とは同級生でぶつかることも少なくなかったので

すが、生前最後に見送った時、笑顔だったことが私を

救ってくれています。そのことがあるから、「出かける

ときは笑顔で」を心掛けています。

　S・Hさんは、夜、息子さんとウォーキングしているとの

こと、その時間のふれあいがあれば、きっと大丈夫です。

奈良県
O・Y さん（母）

　子どもが今年度、小学校を卒業します。子どもが5か

月の時に、飲酒運転の車により夫の命を奪われてから、

1人で子育てしてきました。早かったようで、でもやは

り長い長い大変な12年でした。これからも、子どもが

大人になり社会に出るまで、責任を持って頑張ります。

☆助けてくださる方々へ

　本当にありがとうございます。見ず知らずの私たちへ

の優しい気持ちにどれだけ助けてもらったか…皆さん

の存在は生きていく支えになっています。

石川県
すーさん（母）
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　次女がもうすぐ6年生になる春に、突然の事故で夫

が亡くなりました。この3月で 8年…。もう8年、でも

家族にとっては長い長い8年間でした。

　どう生きていったらいいのかわからない中、ただた

だ目の前のことをしていくのに精一杯。頼りない母親

だったと思います。長女は高2、受験前のデリケートな

時期、よく頑張ったと思います。次女も昨年大学生と

なり、育成給付金で安心して進学できたことをありが

たく思います。長い間ありがとうございました。

奈良県
M・T さん（母）

　この度は基金完了のお知らせとお祝いをありがとう

ございました。長い間、親子共々あたたかく見守ってい

ただき、そしてご支援いただき、本当にありがとうござ

いました。夫が亡くなった後、いろいろな悩みや大変な

こともありましたが、基金様のご支援や親族の支えで

前向きな気持ちを取り戻せました。

　おかげ様で息子は希望の大学へ進学し、目標に向かっ

て頑張っています。時折、大学生になった息子は父親と

男同士の会話がしたい時があるんだろうなあと感じて

ちょっと寂しくなることもありますが、親子共々、支え

て下さった方々への感謝の気持ちを忘れずに過ごして

いきたいと思います。今まで本当にありがとうござい

ました。

福岡県
O・M さん（母）

　いつもお世話になりありがとうございます。昨年末、

最終の給付金と完了給付金、図書カードをありがとう

ございました。

　娘は今年度より大学一回生。神戸市内ではありますが、

大学の近くで寮生活をしております。娘が11歳の時に

主人が他界して以来、たくさんの方々に見守り、支えられ、

まもなく20歳を迎えようとしています。

　皆様のおかげで、感謝する心をしっかり持った娘に

成長しております。今後は私たちが恩返しをしていき

たいと考えています。本当にありがとうございました。

兵庫県
M・C さん（母）

　4月より息子は高校生になります。交通遺児となっ

たのは4歳の時、その後10年の月日が経ちました。

つい先日まで息子の小さな手を「ぎゅっ」とつかんで

歩き、大切に守りながら生活してきましたが、いつの

間にか私の前を歩き、複雑なスマホの操作や、流行の

ものなど、たくさんの情報をくれます。少しさびしく

思うこともありますが、手を離して見守る時期になっ

たのだと感じています。まだまだ成長していく息子と

楽しく過ごそうと思います。

　いつもお世話になっております。5歳だった長男が

19歳に…最後の振込日を迎えることが出来ました。

　突然主人がいなくなった日、兄から教えられ交通遺児

等育成基金にすがる思いでお世話になりました。

　我が家の「道しるべ」だった主人が いつも口にして

いた言葉、「子ども達の学びたい気持ちを応援してやり

たい！」を叶えることが出来たのも、交通遺児等育成

基金があったからだと思います。野球を続けてきた長男

は、この春大学に進学できました。あの日の基金の小さ

な灯りは、14年を経て大きな炎となり息子の歩む道を

照らし支えてくれています。長い間、本当にありがとう

ございました。

　父が亡くなってから8年が経ちました。長かったよう

な気もするし、短かったような気もします。私ももう大

学2年生です。育成給付金のおかげでイベント等に参加

することが出来たのは、今でも家族の良い思い出となっ

ています。長い間ありがとうございました。

匿名希望さんK・O さん（母）

M・Mさん（加入者）

　夫が亡くなったという突然の出来事に私は呆然
自失……。しばらくは何も手につきませんでした。
ちょうど夏休みに入ったばかりのころでしたので、
夫の兄と義姉が子連れで1か月ぐらい一緒にいてく
れて、心身とも大きな支えになってもらえたのがと
てもありがたかったことを今でも思います。子ども
たちが遊んでいる姿を見ていることで、気がまぎれ
たのです。でも、子どもは小さくて子育ても大変でし
たし、しばらくは何かしようという気持ちにならず、
私自身が病院へ通いながら子育てをしていました。

 一周忌を過ぎて、やっと何かする気持ちに
　何かしようと思えるようになったのは、夫の一周忌
を終えたあたりからです。子どもたちの成長する姿を
見て、「私も頑張らなくちゃ」と思い、チラシの配布に
トライしてみました。それがご縁で現在の仕事に巡り
合い、最初は子どもを実家の母に預けて短い勤務時
間からスタートして、徐々に働く時間を増やしていき、
最終的にはフルタイム勤務になりました。もう20 年
近くになりますが、現在もその仕事をしています。

 思春期で荒れた子どもと対決
　子育てに関しては、思春期が大変でした。どちらか
というと長男ですね。高校時代は学校にも呼ばれま
したし、夜中に出て行ったりして曲がった道に行きそ
うなことも。大学も２年で中退してバイトをしていて
心配でした。私はその都度、真剣に向き合っていたの
ですが、怒鳴り合うことが多かったですね。そんなあ
る日、手紙を書いて思いを伝えることを思いついたん
です。「私はこう考えるので就職をしたほうがいいと
思うよ」とか、ちょっとオチャラケた感じで「こんな
仕事のチラシが入っていたよ」と言って仕事の選択肢

を提示してあげたり……。簡単なメッセージだったの
ですが、これがとても良かった。対面で話すと感情的
になりがちでしたが、手紙だと長男が意外に私の思
いを素直に聞いてくれて、就職もしてくれたのです。
今から思うと、子どもを信じて向き合ったことが
良かったと思います。子育ては独りでもふたりでも
一緒。そのときどきで真剣に対処することが大事な
のだと思います。

 〝時薬〟がきっと癒やしてくれます
　事故から24 年が経ち、現在息子は 2人とも無事に
独立。親子関係も円満で、私もつつがなく仕事がで
きて幸せです。これまでいろんなことがありましたが、
あっという間でした。いまも夫のことを思い出すと
悲しいですが、時が癒してくれたのでしょうね。事故
直後とは違って、自分の気持ちと冷静に向き合え
ていると思います。だから読者の父兄の皆さんも、
いまは辛いと思いますが、時間が解決してくれると
思って頑張ってみてください。私のように思える日が
迎えられることを心から願っています。

　基金に加入している保護者の皆さんに寄り添う連載「となりのレターズ」。今回は、基金を卒業さ
れた保護者 W さんに、これまでの生活や子育てについて話を伺いました。W さんは現在58歳。24年
前にご主人を亡くされて以来、仕事をしつつ、2人の息子さんを育ててきました。事故に遭遇された
ときご長男は7歳、ご次男は2歳だったそうですが、現在はおふたりとも立派に独立。W さん自身も
充実した時間を過ごしていらっしゃいます。読者の皆様の手がかりにしていただけましたら幸いです。

　Ｗさんの体験談はいかがでしたか？ 少しでも読者の皆
さんの心のささえとなれば幸いです。Ｗさんはご次男が
就職したとき、これまでずっとそばで支えてくれた義姉さ
んから「はい。これで子育て終了！ これからはもう子ども
を構わなくていいんだよ」と言われて、とてもうれしかった
そうです。今後は「コロナ禍対策を十分にしたうえで、そろ
そろ趣味の旅をしてみたい」とのこと。今後も充実した日々
を過ごされることを、編集部一同、願っています。また、
基金に加入していたことも「心の支えになっていた」とも
お聞きして、とても励みになりました。なんと『Smils』も
気に入った号を保存していただいているそうなんですよ！ 

そんな冊子になるように今後も頑張ります !!

〈編集部より〉

第 3回 保護者体験談編 北海道札幌市　息子さん 2人を育てた Wさんの場合


